
 

地すべり地における 

挿入式孔内傾斜計計測マニュアル（案）の紹介

〔お問合せ先〕 独立行政法人土木研究所 土砂管理研究グループ 地すべりチーム  

  〒305-8516 茨城県つくば市南原 1-6    TEL:029-879-6787    FAX:029-879-6729  http://www.pwri.go.jp 

挿入式孔内傾斜計は、地すべりのすべり面を決める際に多く使われますが、地盤の動き

とは思えないデータが得られることがあります。その場合は適切な対策設計が行えません。

そこで、土研地すべりチームではそのような不良データ発生の予防や適切な補正を行う

方法を記載した「マニュアル（案）」を作成しました。 

マニュアル(案)作成の背景 

入手方法は？ 

「地すべりチーム」で web 検索！  
または以下のアドレスを入力 

http://www.pwri.go.jp/team/landslide 
 

⇒ 地すべりチームトップページ 

クリック！

クリック！

孔内傾斜計計測で発生する不良データの例

？
 

倒れ込み 
Ｓ字状 

曲がり 

これでは

すべり面

が分から

ない・・・ 

正常 

データ 

？ 

日本の各所で、大雨や地震により地すべ

りなどの土砂災害が毎年のように発生し、

道路や住宅が被害を受けています。 

地すべりによる被害を防ぐためには、地

すべりが動かないような対策をする必要

があります。そのためにはすべり面の位置

（地すべりが動いている深さ）を調べなけ

ればなりません。 

平成 20 年度 岩手宮城内陸地震で発生した岩手県栗原市 

栗駒の荒砥沢地区地すべり(平成 20 年 6月 15 日撮影) 

動いた範囲 

どのような内容か？ 

すべり面 

地すべり土塊 

測定管の 

曲がりを測定 

すべり面の位置

を正確に把握！

地盤への正しい

測定管の設置 

測定器の整備と

正しい計測 

測定結果の正し

い検定と補正 
＋ ＋ 

安定した地盤 



 
マニュアル（案）の構成 

はじめに 第１章 観測孔の設置 第２章 観測 

第３章 測定値の検定・補正 第４章 観測結果の報告方法 

付録 解析支援ソフト(Excel) 

今後の実験データや、本マニュアル(案)の公開後に寄せられたご意見・ご要望を反映させて、 

平成 21 年度末には 挿入式孔内傾斜計計測マニュアル(正式版) を書籍として発刊する予定です。

・ガイド管の適切な設置 

・亀裂地盤でのパッカー使用 

・マニュアル(案)作成の背景 

・用語の統一や解説 

少ないなぁ？ 

パッカーを使って設置 
漏水が多い

場合は… 

・測定器の整備 

・正しい取り扱いによる計測 

・測定値の検定 

・倒れ込み現象の補正が可能な

条件、補正方法 

・報告書などへの記載 

・「倒れ込み」を直すソフト 

  

潤滑油の注油 反転時の注意事項

車輪をしっかり

押さえる！ 

補正できないデータ 

報告書の例文 

 
 
 
 
 

データシート 

 
 

プローブ(測定器) 

ガイド管(測定管) 

  

  

しっかりと手で車

輪を押さえる 
地盤 

すべり面！

倒れ込みの量

が基準を超え

た場合は･･･ 

 

 

再測定・計器

の検定を推奨

 

孔内傾斜計システム図 

計測器の機械誤差により「倒れ込

み」現象が発生することがあります。

 

本ソフトは、その誤差分を補正して

倒れ込みを直すものです。ただし、こ

の補正は計測器メーカーの補償する

基準内である場合に適用されます。 

本マニュアル（案）は、応用地質株式会社・坂田電機株式会社・日本工営株式会社と、 

土木研究所土砂管理研究グループ地すべりチームとの共同研究により作成したものです。 


